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「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」を
ともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」を
ともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の
生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・
個人の生活」をともに優先
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毎
日
の
生
活
の
中
で
の
、
家
庭
生
活
、
仕

事
、
地
域
活
動
や
学
習
・
趣
味
な
ど
の
個
人

の
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

家
庭
と
仕
事
の
両
立
と
は
、
女
性
だ
け
、

子
育
て
し
て
い
る
人
だ
け
の
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
全
て
の
働

く
人
に
関
係
す
る
考
え
方
で
す
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は「
仕
事
」か「
生
活
」

の
ど
ち
ら
か
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、「
生
活
と
仕
事
の
調
和
」
と
い
う

意
味
で
す
。
一
人
一
人
が
、
家
庭
や
趣
味

や
地
域
活
動
の
「
生
活
」
が
充
実
す
る
こ

と
で
、
仕
事
で
も
力
が
発
揮
さ
れ
る
な
ど
、

両
立
す
る
こ
と
で
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。
社
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
を
大
切
に
し
、

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
、
企
業
に
も
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
や
仕
事
の
効
率
化
、
人
材
不

足
の
解
消
な
ど
の
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

今
、
女
性
も
男
性
も
家
事
育
児
と
仕
事
の

両
立
に
悩
む
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

男
性
の
育
休
取
得
は
、
子
育
て
し
た
い
と
思

う
男
性
の
希
望
を
叶
え
、
さ
ら
に
、
出
産
後

に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に
育
児
に
主
体
的
に

関
わ
る
こ
と
で
そ
の
後
の
女
性
の
愛
情
曲
線

が
上
昇
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
そ
の

後
の
人
生
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
や
家
族
と
の
生
活
の
中
で
、

仕
事
以
外
の
経
験
か
ら
、
新
し
い
発
見
が
生

ま
れ
、
育
休
取
得
後
の
仕
事
で
新
た
な
価
値

の
創
造
、
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
な
ど
へ
と
つ
な

が
る
な
ど
、
仕
事
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に

つ
な
が
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
自
ら
の
意
思
で
働
く
こ
と
を

望
む
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
考
慮
し

た
、
継
続
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備
や
、
女

性
の
登
用
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
推
進
、
性

別
を
問
わ
ず
、
育
児
や
介
護
な
ど
個
人
の
抱

え
る
環
境
を
考
慮
し
、
多
様
な
働
き
方
を
可

能
と
す
る
体
制
の
整
備(

長
時
間
勤
務
の
縮

減
や
短
時
間
勤
務
、柔
軟
な
休
暇
取
得
な
ど)

や
風
土
づ
く
り
な
ど
に
、
積
極
的
に
取
り
組

む
本
市
内
の
企
業
を
「
本
市
女
性
活
躍
推
進

認
定
企
業
」
と
し
て
認
定
証
を
交
付
し
、
本

市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は

今
、
男
性
の
育
休
が
大
切
！

働
き
や
す
い
環
境
整
備
の
た
め
に

「
暮
ら
し
や
す
い
」
は
、

多
様
な
生
き
方
を
選
べ
る
社
会
か
ら

問
合
先
／
本
庁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
生
涯
学
習
・
ひ
と
み
ら
い
政
策
Ｇ（
内
線
４
７
４
１
）

鹿児島県が令和３年度に行った「男女共同参画に関す
る県民意識調査」を見てみると、男女の仕事、家庭生活、
地域活動の優先度について、男女共に、「現状」と「希望」
にギャップがあります。
「希望」では「仕事と家庭生活を共に優先」が最も多く、
二番目に「家庭生活を優先」、三番目に「仕事と家庭生活と
地域・個人の生活を共に優先」となっています。しかし、「現
状」では、一番目と二番目は変わりませんが、三番目には「仕
事を優先」となっています。
また、順位に大きな差はなくても、「希望」と「現状」に

差があり、仕事を優先せざる得ない現状が見受けられます。

令和 3年度鹿児島県「男女共同参画に関する県民意識調査」
・男女の仕事、家庭生活、地域活動の優先順位

出産後、パートナーが育児を積極的に行ったかで、女性の愛情曲線は変化すると
いわれています。（出典：ダイバーシティ＆WLBコンサルタント　渥美　由喜氏）　
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男
女
共
に
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き

る
よ
う
に
、
産
後
パ
パ
育
休(

出
生
児

育
児
休
業)

の
創
設
な
ど
、
育
児
・
介

護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
、
令
和
４
年
度

４
月
１
日
か
ら
３
段
階
で
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

事
業
主
は
、
育
児
休
業
な
ど
の
申
し

出
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
研
修
の

実
施
や
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
の
雇
用

環
境
の
整
備
や
、
該
当
者
へ
の
制
度
内

容
や
申
出
先
、
育
児
休
業
給
付
や
社
会

保
険
料
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
周
知

と
、
休
業
の
取
得
意
向
の
確
認
を
個
別

に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【全　体】（n=2,094）

愛情曲線
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令
和
３
年
度
に
認
定
さ
れ
た
３
つ
の
事
業

所
の
取
り
組
み
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

社
員
の
働
き
や
す
さ
や
自
社
に
誇
り
を
持

て
る
よ
う
な
取
り
組
み
、
建
設
現
場
で
も
女

性
が
継
続
し
て
就
労
で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
男
性
の
家
事
・
育
児
・
介
護
へ

の
参
画
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

を
可
能
と
す
る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
た
セ

ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
今
年
１
月
27
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
た
女
性
活
躍
応
援
セ
ミ
ナ
ー

(

講
師
浜
田
敬
子
氏)

の
講
演
内
容
を
、
働

く
場
で
の
女
性
活
躍
推
進
の
ヒ
ン
ト
と
し
て

紹
介
し
ま
す
。

講
演
で
は
、
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
、
地

方
だ
か
ら
、
中
小
企
業
だ
か
ら
、
子
育
て
中

だ
か
ら
な
ど
の
「
こ
う
あ
る
べ
き
」
を
、
手

放
す
こ
と
で
企
業
の
可
能
性
が
広
が
る
こ
と

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
※
）
に
取
り
組
む
こ
と
の
意
義
を
「
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に
は
多
様
な
人
材
が

い
る
組
織
の
方
が
強
い
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
は
、
な
る
べ
く
違
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
の

人
の
ア
イ
デ
ア
の
掛
け
合
わ
せ
が
必
要
」
な

ど
、
ご
自
身
の
体
験
を
基
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
し
な
が
ら
働
く
部
下
に
対

し
て
は
、
例
え
ば
「
小
さ
い
子
ど
も
が
い
た

ら
出
張
は
無
理
だ
ろ
う
」
と
い
う
決
め
付
け

で
は
な
く
、
本
人
に
意
向
を
確
認
し
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
る
こ
と
の
方
が
、
何
か
特
別
な
制

度
を
つ
く
る
こ
と
よ
り
重
要
だ
と
気
付
き
、

両
立
支
援
か
ら
均
等
支
援
へ
転
換
さ
れ
た
こ

と
な
ど
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
性
別
に
よ
る
無
意
識
の
思
い
込
み
は
過
去

の
経
験
や
見
聞
き
し
て
き
た
も
の
か
ら
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。
無
意
識
の
偏
見
＝
ア
ン

コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
に
は
、
例
え
ば
次

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
男
性
は
仕
事
を
し
て
家
計
を
支
え
る
べ
き
だ

〇
育
児
期
間
中
の
女
性
は
重
要
な
仕
事
を
担

当
す
べ
き
で
は
な
い

〇
共
働
き
で
も
男
性
は
家
庭
よ
り
も
仕
事
を

優
先
す
る
べ
き
だ

〇
子
ど
も
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
時
、
母
親

が
看
病
す
る
べ
き
だ

　
こ
の
よ
う
な
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
に
気
付
か
ず
に
い
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず

に
相
手
を
傷
つ
け
る
言
動
を
し
て
し
ま
っ
た

り
、
自
分
自
身
の
可
能
性
を
狭
め
て
し
ま
っ

た
り
し
ま
す
。

　
内
閣
府
が
実
施
し
た
、
性
別
に
よ
る
無
意

識
の
思
い
込
み
に
関
す
る
調
査
結
果
か
ら
、

「
家
庭
・
職
場
」で
の
性
別
役
割
意
識
に
つ
い

て
、
50
代
～
60
代
の
男
性
で
性
別
役
割
意
思

が
強
く
、
女
性
も
年
代
が
高
い
ほ
ど
強
く
な

り
、
若
い
世
代
と
の
意
識
の
差
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
家
庭
」に
つ
い
て
は
、
20
代
～
30
代

の
若
い
世
代
で
も
、
男
女
間
で
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
大
き
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
多
様
な
生
き
方
を
選
択
で
き

る
社
会
の
実
現
の
た
め
、ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス・

バ
イ
ア
ス
に
気
付
き
、
相
手
を
尊
重
す
る
対

話
が
大
切
で
す
。

本
市
女
性
活
躍
推
進
認
定

企
業
の
取
り
組
み

性
別
に
よ
る
無
意
識
の
思
い
込
み

（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
）

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

女
性
活
躍
応
援
セ
ミ
ナ
ー

※
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ(

経
営)

＝
女
性
、
外
国
人
、
高

齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
多
様
な
人
材
を
登
用
し

活
用
す
る
こ
と
で
組
織
の
生
産
性
や
競
争
力
を
高
め

る
経
営
戦
略
の
こ
と

【男性は仕事をして家計を支えるべきだ】 【共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ】
0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

そう思う どちらかといえばそう思う

男性_20代

男性_30代

男性_40代

男性_50代

男性_60代

女性_20代

女性_30代

女性_40代

女性_50代

女性_60代

10.3 31.5

10.1 31.2

12.4 35.0

15.2 40.5

16.2 47.3

9.8 28.5

12.7 31.0

11.8 34.8

13.5 37.7

11.3 43.7

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

そう思う どちらかといえばそう思う

男性_20代

男性_30代

男性_40代

男性_50代

男性_60代

女性_20代

女性_30代

女性_40代

女性_50代

女性_60代

4.0 19.6

4.4 22.8

4.1 25.1

4.0 27.5

5.1 31.5

2.1 13.1

3.7 15.6

3.3 22.4

3.3 24.3

3.2 27.2

出典：令和３年度性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する調査結果（概要）
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免除などの種類 対象など 申請期間 申請に必要な物

学生納付特例制度 学生の方 ４月１日～
翌年３月 31 日

・年金手帳（通知書）
・身分証（運転免許証など）
・年金事務所から届いた書類
・学生証の写し、または在学証明書（原本）

全額免除・一部納付（免除）
制度

学生に該当しない方で、本人、配偶者
および世帯主の所得が一定額以下の方 ７月１日～

翌年６月 30 日

・年金手帳（通知書）
・身分証（運転免許証など）
・令和３年１月１日以降に離職した方は、
　離職票の写し、または雇用保険受給資
　格者証の写し

納付猶予制度 学生に該当しない 50 歳未満で、本人
および配偶者の所得が一定額以下の方

産前産後期間の免除制度

・単胎妊娠の妊産婦＝出産予定日または
　出産日の属する月の前月～４カ月間
・多胎妊娠の妊産婦＝出産予定日または
　出産日の属する月の３カ月前～６カ月間

出産予定日の
６カ月前～

・年金手帳
・身分証（運転免許証など）
・母子手帳など

保険料の納付が困難な時は…
　国民年金は、日本国内に住む 20 歳
～ 60 歳の全ての人が加入する公的年
金制度です。
　令和４年度の国民年金保険料は、月
額１万 6,590 円ですが、失業などの経
済的な理由で保険料を納めることが困
難な場合は、保険料の免除や納付猶予
などの制度をご利用ください。

保険料が未納のままだと…
　保険料を未納のままにしていると将
来的に老齢基礎年金や障害、死亡と
いった不慮の事態で、年金を受け取れ
ない場合があります。
　そのようなことにならないよう、免
除や猶予の手続きをしましょう。
※�保険料の納付期限から２年を経過していない期
間（申請時から２年１カ月前までの期間）につい
てはさかのぼって免除などを申請できます。

国民年金保険料の免除・納付猶予制度

▲ �

本庁保険年金課国民年金 G（内線
2822）または各支所▲

川内年金事務所　（22）5276

令和 4年度保険料（月額）

国民年金保険料 16,590 円

全額免除の場合 0円

４分の３免除の場合 4,150 円

半額免除の場合 8,300 円

４分の１免除の場合 12,440 円

問
合
先

農作業サポート人材バンクをご利用ください !!

▲ ��

本庁畜産営農課営農指導G
（内線 4461）

問
合
先

薩摩川内市農作業サポート人材バンクは、
そのような方をマッチングして、労働力不足の
解消と人材確保を実現します。

�　本市の農業を取り巻く情勢は、近年の「労働力不足」によ
り、適期管理の不足や収穫・出荷調整作業の遅延など、生
産性の向上が進まず、農家経営に大きな影響を与えている
状況です。
　そこで、本市では、「薩摩川内市農作業サポート人材バン
ク」を設置し、農家の農作業の労働力確保に向けた取り組み
を支援しています。

市農作業サポート人材バンクの目的は、
・求人者（農作業における人材不足でお困りの農業者）

と

・求職者（農作業で働きたい市民の方や福祉事業所など）
　のマッチングです。　
　ぜひ！ご利用ください。
※ご利用には登録が必要です。詳しくは問い合わせください。

農作業における人材不足でお困りではありませんか？
　　　　　　　　　　　　　　　　農作業をしてみたいと思っていませんか？

薩摩川内市農作業サポート人材バンク
（本市畜産営農課）

①求人申込
（登録）

③雇用契約
求人者
(農業者)

求職者
(市民 )

①求職申込
（登録）②情報提供

※仲介・あっせん
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防災点検を実施
　４月 22 日（金）、出水期や台風シーズンを前に、
地区コミュニティ協議会、市、消防局、県や県警な
どによる危険箇所などの現場で防災点検を実施しま
した。
　今年度は、
隈之城地区の
勝目川と百次
川、斧渕地区
を点検し、災
害対策におけ
る情報共有な
どを行いまし
た。

いきいき教育活動表彰

Dr. コトー作者・主人公
薩摩川内観光大使に就任　

　県教育委員会の｢いきいき教育活動｣として、永利
小学校３年宮

みやうち

内陽
ひ な こ

菜子さんが表彰され、４月 28 日
（木）、本庁で伝達式を行いました。昨年 11 月にさ
いたま市で開催されたバドミントン全国大会女子２
年生以下の部で、３位入賞したことが評価され、今
回の受賞となったものです。

　５月 19日 ( 木 )、漫画｢Dr. コトー診療所｣の作者・
山
やま

田
だ

貴
たか

敏
とし

氏と同作品の主人公・Dr. コトー（五
ご

島
とう

健
けん

助
すけ

）へ薩摩川内観光大使の委嘱状の交付を行いまし
た。委嘱状・観光大使の名刺を受け取った山田氏は
｢これからも全国に薩摩川内市の魅力を発信してい
きたい｣と話しました。　

レンゲ田はちみつ搾り体験
〜東郷幼稚園〜
　種まき（11 月）を行ったレンゲ田に、レンゲの花
が咲き誇りました。５月２日（月）には、東郷幼稚園
の親子がはちみつ搾り体験活動を行うなど、自然の
恵みに触れ、収穫の喜びを満喫しました。園児たち
は分離器を回し、とろりと流れ出てくるはちみつに
歓声をあげていました。ビンに詰めてもらったお土
産のはちみつは、おいしくいただきました。

歯科保健対策のために寄附金贈呈
　５月２日（月）、㈱ C

ケ ア ー ズ

ARES ソリューションセンター
から市に対して、歯科保健対策のための寄附金を頂
きました。同社の﨑

さき

田
た

竜
りゅうじ

仁社長は、日本へのインプ
ラント技術導入に関わられた方とのこと。現在、市
内外において、
歯科技工に係る
事業を幅広く展
開されており、
歯科技術の発展
に深く寄与され
ています。

「　　　　　」に
投稿ください。

投稿方法
①タイトル（11文字程度）　 ②本文（140文字程度）

 ③投稿者名　 ④連絡先　 ⑤写真１枚～３枚
を添えて、秘書広報課までメールで投稿ください。
メールアドレス／koho@city.satsumasendai.lg.jp

※内容やスペースの都合により掲載できない場合も
　ありますので、あらかじめご了承ください。

　まちの話題は、市民の皆さんからいただいた
情報により、身近な話題を掲載しています。
　皆さんからのたくさんの投稿お待ちしています。
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田
舎
に
住
み
た
い

　
も
と
も
と
田
舎
へ
の
憧
れ
が
あ
っ

た
寺
田
さ
ん
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
、
本
市
に
越
し
て
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、「
田
舎
の
環
境
は
や
っ

ぱ
り
い
い
な
」と
い
う
思
い
と
周
り

の
人
た
ち
の
優
し
さ
に
触
れ
て
、
任

期
満
了
後
も
本
市
へ
の
定
住
を
決
意

し
ま
す
。

　
協
力
隊
の
任
期
も
満
了
が
近
づ
い

た
頃
、「
農
業
が
し
た
い
」と
い
う
思

い
を
強
く
し
て
い
た
寺
田
さ
ん
は
、

協
力
隊
の
活
動
で
知
り
合
っ
た
、
市

内
で
玩
具
店
が
ら
っ
ぱ
堂
を
営
む
神か

み

崎ざ
き

侯こ
う

至し

さ
ん
か
ら「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
観
光
農
園
を
や
っ
て
み
な
い
か
」

と
誘
わ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
田
海
町
で「
ぶ
る
べ
り

ち
ゃ
ん
の
畑
」を
営
ん
で
い
た
、
神

崎
さ
ん
の
同
級
生
の
𫝆𫝆い

ま

村む
ら

正ま
さ

則の
り

さ
ん

の
農
園
で
し
た
。
𫝆𫝆
村
さ
ん
は
𫝆
い

病
気
を
抱
え
て
い
て
、
観
光
農
園
を

続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た

の
で
す
。

感
じ
た
シ
ン
パ
シ
ー

　
寺
田
さ
ん
は
、
神
崎
さ
ん
の
誘
い

を
受
け
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
観
光
農

園
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
決
意
し
ま

す
。

　「
自
分
の
実
家
が
果
物
屋
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
野
菜
で
は
な
く
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
と
い
う
と
こ
ろ
に
シ
ン

パ
シ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
農
業
を
や

り
た
い
と
い
う
自
分
の
気
持
ち
に
、

神
崎
さ
ん
、
そ
し
て
𫝆𫝆
村
さ
ん
と
の

縁
も
感
じ
ま
し
た
」

　
そ
し
て
、
𫝆𫝆
村
さ
ん
は
、
観
光
農

園
を
譲
っ
た
後
も
、
病
気
の
体
を
押

し
て
は
、
手
押
し
車
で
足
し
げ
く
農

園
に
顔
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

前
途
多
難
な
観
光
農
園

　
協
力
隊
の
任
期
満
了
後
、
観
光
農

園
業
に
と
ん
と
ん
拍
子
に
ス
ラ
イ
ド

で
き
た
よ
う
に
思
え
た
寺
田
さ
ん
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
２
年
間
、
観
光
農
園
と
し

て
の
営
業
が
で
き
な
い
と
い
う
思
わ

ぬ
困
難
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
。

　
そ
の
た
め
、
観
光
農
園
と
し
て
で

は
な
く
、
純
粋
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

栽
培
と
販
売
の
収
入
の
み
で
生
計
を

立
て
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
知
識
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
果
物
屋
の
息
子

と
し
て
の
基
礎
知
識
は
あ
っ
た
の
で
、

保
存
方
法
や
輸
送
方
法
、
例
え
ば
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
が
ど
の
よ
う
な
形
で
届

く
の
か
、
冷
蔵
な
の
か
冷
凍
な
の

か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
𫝆𫝆
村
さ
ん
が
や
っ
て

き
た
こ
と
と
は
少
し
違
う
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
の
で
、
最
初
は
戦
い
で
し
た

ね（
笑
）」

思
い
を
継
い
で

　
令
和
３
年
３
月
、
𫝆𫝆
村
正
則
さ
ん

は
、
病
気
が
治
る
こ
と
な
く
、
帰
ら

ぬ
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
𫝆𫝆
村
さ
ん
の
𫝆
淳じ

ゅ
ん
こ子
さ
ん
は「
寺

田
さ
ん
は
、
若
く
て
元
気
が
あ
っ
て
、

初
め
て
会
っ
た
時
か
ら
こ
の
人
に
な

ら
任
せ
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
引

き
継
い
で
２
年
間
は
、
主
人
も
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
し
な
が
ら
楽
し
み
に
農

園
に
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
寺
田

さ
ん
に
は
、
私
た
ち
と
は
違
う
や
り

方
や
若
い
感
覚
で
、
そ
の
ま
ま
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
楽
し
み
に
頼
り
に
し
て
い
ま

す
」。

　
寺
田
さ
ん
は
と
い
う
と
、
𫝆𫝆
村
さ

ん
の
お
墓
参
り
を
し
な
が
ら
、「
ぶ

る
べ
り
ち
ゃ
ん
の
畑
」と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
を
、
観
光
農
園
と
し
て
の
こ

れ
ま
で
の
知
名
度
や
𫝆𫝆
村
さ
ん
が
𫝆

切
に
し
て
き
た
思
い
を
継
い
で
、
そ

の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

　
今
年
の
７
月
か
ら
、
寺
田
さ
ん
の

観
光
農
園
が
ス
タ
ー
ト
を
切
る
予
定

で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ

る
こ
と
を
天
国
の
𫝆𫝆
村
さ
ん
も
き
っ

と
楽
し
み
に
見
て
い
て
く
れ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

寺て
ら

田だ

　恵け
い

吾ご
さ
ん

　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄
り添うことや人柄を表す言葉「人となり」
をイメージしたコーナーで、人物や活動の
紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

　
大
阪
府
出
身
で
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
、
２
年
の
任
期

を
経
て
薩
摩
川
内
市
に
定
住
し

た
寺
田
恵
吾
さ
ん
。

　
今
回
は
、
廃
業
間
近
だ
っ
た

観
光
農
園
を
継
い
で
奮
闘
す
る

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
生
産
者
の
思
い

に
寄
り
添
い
ま
す
。

ぶ
る
べ
り
ち
ゃ
ん
の
畑

田
海
町
１
６
２
４
‐
１（
八
幡
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
向
か
い
）

０
９
０（
３
６
２
０
）８
９
７
４
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災
害
か
ら
家
族
や

　自
分
を
守
る
た
め
に

普
段
か
ら
防
災
行
政
無
線（
戸
別
受
信
機
）や

避
難
場
所
の
確
認
を
し
て
お
こ
う

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
備
え
や
避
難
時
の
注
意
な
ど
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を

ス
ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

VOL.14①�

音
量
が
小
さ
く
な
い
で
す
か

　
音
量
が
小
さ
い
と
大
事
な
避

難
情
報
を
聞
き
逃
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

②
受
信
状
態
は
良
好
で
す
か

　
受
信
ラ
ン
プ
が
赤
く
点
灯
し

て
い
た
り
、
消
え
て
い
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

③�

乾
電
池
の
消
耗
に
気
を
付
け

て
　
受
信
機
は
、
停
電
時
の
非
常

用
電
源
と
し
て
、
乾
電
池（
単

三
４
個
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。

約
１
年
程
度
で
消
耗
し
ま
す
の

で
、
定
期
的
な
交
換
を
お
願
い

し
ま
す
。（
乾
電
池
は
各
自
で
ご

準
備
く
だ
さ
い
）

④�

戸
別
受
信
機
に
不
具
合
が
生

じ
た
ら

　
放
送
が
聞
き
づ
ら
い
な
ど
の

不
具
合
が
あ
る
場
合
は
問
合
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

放
送
を
聞
き
逃
し
た
！

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送

内
容
を
聞
き
逃
し
て
も
慌

て
な
い
で
。
戸
別
受
信
機

に
は
、
３
回
ま
で
の
録
音

機
能
が
あ
り
ま
す
の
で
、

再
生
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と

で
繰
り
返
し
聞
き
直
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先
／
本
庁
防
災
安
全
課

防
災
安
全
G（
内
線
４
９
２
２
）

　
こ
れ
か
ら
台
風
や
大
雨
に
見
舞
わ
れ
る
出
水
期
が
近
づ
い
て
き
ま
す
。

　
大
雨
や
土
砂
災
害
な
ど
に
関
す
る
気
象
情
報
に
よ
り
、
避
難
指
示
な
ど
を
発
令
す
る
際
は
、
昼

夜
を
問
わ
ず
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
の
確
認
や
家
族
間
で
の
避
難
場
所
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

第八回

　
薩
摩
川
内
に
は
長
い
歴
史
の
中
で
起
き
た

物
語
、育
ま
れ
た
文
化
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
数
あ
る
薩
摩
川
内

の
歴
史
・
文
化
の
中
か
ら
、
と
っ
て
お
き
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

遺
産

歴
史
文
化

さ
つ
ま
せ
ん
だ
い

高
江
を
救
っ
た
「
長
崎
堤
防
」

～
小お

の野
仙せ

ん

え

も

ん

右
衛
門

　
　
　
　
　
不
屈
の
８
年
～

　今
回
は
、
高
江
地
区
を
水
害
か
ら
救
い
、
屈

指
の
水
田
地
帯
へ
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
小
野
仙
右

衛
門
の
お
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
江
三
千
石
火
の
地
獄

　
高
江
地
区
は
、
昔
、
川
内
川

の
潮
が
流
入
す
る
低
水
地
で
、

「
親
が
や
ろ
う
と
て
行
か
れ
よ

か
高
江
　
高
江
三
千
石
火
の
地

獄
」と
歌
わ
れ
る
ほ
ど
稲
作
が

困
難
な
土
地
で
し
た
。
そ
こ
で

第
19
代
藩
主
の
島し
ま
づ津
光み
つ
ひ
さ久
は
小

野
仙
右
衛
門
を
奉
行
に
任
命

し
、延
宝
七
年（
１
６
７
９
年
）、

干
拓
工
事
に
着
工
し
ま
し
た
。

苦
難
の
連
続

　
　
　
　

　
　
　
　不
屈
の「
心
」

　
こ
の
と
き
61
歳
だ
っ
た
仙
右

衛
門
は
、
高
江
の
人
々
の
苦
し

み
を
救
う
た
め
、即
諾
し
ま
す
。

工
事
に
は
、
隈
之
城
・
平
佐
・

水
引
・
樋
脇
・
東
郷
か
ら
も
集

め
ら
れ
、
数
千
人
規
模
の
作
業

と
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
は
、
人
力
で
石
を
築
く

大
変
な
作
業
な
上
、
地
盤
も
弱

く
、
し
ば
し
ば
洪
水
に
襲
わ

れ
、
堤
防
は
跡
形
も
な
く
崩
れ

去
り
ま
す
。
し
か
し
、
仙
右
衛

門
は
決
し
て
諦
め
ず
、
工
事
開

始
か
ら
７
年
目
の
貞
享
３
年

（
１
６
８
６
年
）、
岩
壁
に「
心
」

の
文
字
を
深
く
刻
み
、
強
い
決

意
で
工
事
に
臨
み
ま
す
。

今
も
高
い
評
価
を
得
る

　
　
　
　

   

の
こ
ぎ
り
形

　
翌
年
、
遂
に
延
長
約
６
４
０

ｍ
の
堤
防
が
完
成
し
ま
す
。
最

大
の
特
徴
は
の
こ
ぎ
り
状
に
並

ん
だ
７
つ
の
歯
で
、
激
し
い
水

の
勢
い
を
抑
え
る
設
計
と
な
っ

て
お
り
、
今
も
専
門
家
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
こ
の
の
こ
ぎ
り
形
は
現
在
も

継
承
さ
れ
、
上
流
部
の
２
カ
所

は
当
時
の
積
み
方
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
雨
や
台
風
な
ど
水

害
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎

え
ま
す
が
、
こ
う
し
た
先
人
の

事
績
を
学
び
、
防
災
へ
の
意
識

を
新
た
に
し
、
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

■
文
責
・
問
合
せ
＝
社
会
教
育

課
文
化
財
Ｇ（
中
央
公
民
館
内
）

（
22
）７
２
５
１

堤防の下流・小野神社奥の磨崖「心」

　災害は、いつ起こるか分かりません。
　自宅が安全か（浸水・土砂崩れなど）の確認と自宅が危険な方は、日
頃から家族間で、どこに避難するか（安全な親戚や知人宅、旅館やホテ
ルなどの宿泊施設、市が指定する避難所）など、確認しておきましょう。

いつ避難指示が出されようとも
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…
日
時
・
期
間
・
期
日
　

…
場

所
　

…
内
容
　

…
対
象
　

…

定
員
　

…
受
講
料
・
参
加
料
　

…
出
演
　

…
講
師
・
相
談
員
　

…
準
備
す
る
物
　

…
申
込
期
間
　

…
申
込
方
法
　

…
募
集
住
宅
　

…
抽
選
日
・
抽
選
場
所
　

…
販

売
日
時
・
販
売
先
　

…
そ
の
他
　

…
託
児
　

…
資
格
　

…
問
合

先
　

…
申
込
先
・
提
出
先
・
届
出

先
　

…
電
話
番
号
　

…
内
線

…
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

…
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
　

…
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

市
芸
能
祭

６
月
19
日（
日
）12
時
30
分
～

※
開
場
は
11
時
30
分
～

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

「
北
前
船
の
旅
」と
題
し
、
全
国
に

残
っ
て
い
る
北
前
船
の
船
頭
た
ち
が

伝
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
ハ
イ
ヤ
節

系
統
の
民
謡
メ
ド
レ
ー
や
韓
国
昌
寧

郡
文
化
院
の
リ
モ
ー
ト
出
演
、
文
化

協
会
に
よ
る
演
目
な
ど

▼�

文
化
協
会
部
門
＝
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

日
舞
、
和
太
鼓
、
三
味
線
、
五
ツ

太
鼓
な
ど

▼�

郷
土
芸
能
部
門
＝
里
／
さ
っ
こ
ら

踊
り
、
下
甑
／
手
打
ば
や
し
、
入

来
／
中
須
金
山
踊
り

▼�

国
際
文
化
交
流
部
門
＝
韓
国
昌
寧

郡
文
化
院
所
属
団
体
の
リ
モ
ー
ト

出
演

▼�
企
画
部
門
＝「
北
前
船
の
旅
～
全

国
の
ハ
イ
ヤ
節
系
民
謡
を
手
拍
子

に
の
せ
て
～
」（
本
市
観
光
大
使
、

本
市
文
化
協
会
文
化
大
使
　
福ふ

く
い居

一か
ず
ひ
ろ大
氏
出
演
予
定
）

※
入
場
無
料
　

本
庁
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
Ｇ

（

６
３
２
２
）

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ア

６
月
26
日（
日
）10
時
～
16
時

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
～
知
っ
て
お
き
た
い
防
災

の
い
ろ
い
ろ
～
」と
題
し
て
、
男
女

共
同
参
画
の
視
点
で
地
域
の
防
災
力

ア
ッ
プ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
防
災

講
演
や
絵
本
の
世
界
、
料
理
体
験
な

ど
を
開
催

柳や
な
ぎ
は
ら
原
　
志し

ほ保
氏（
歌
う
防
災
士
）

※�

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※�

一
部
申
し
込
み
が
必
要
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
可

６
月
17
日（
金
）締
切

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

本
庁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
生
涯

学
習
・
ひ
と
み
ら
い
政
策
Ｇ（

４

７
４
１
）ま
た
は
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー（
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）

（
25
）６
０
５
６

（
25
）６
１
８
８

hitom
irai@
city.satsum

asendai.lg.jp

て
ら
や
ま
ん
ち
森
の
学
校

　
　

【
要
申
込
】

７
月
１
日（
金
）９
時
～

少
年
自
然
の
家

「
扇
子
」の
藍
染
め

市
内
居
住
者

先
着
30
人

７
０
０
円（
材
料
代
を
含
む
）

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
ま
た
は
エ

プ
ロ
ン

６
月
19
日（
日
）～
26
日（
日
）

※�

介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
の

対
象
で
す
。

電
話少

年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

名
作
シ
ネ
マ
無
料
上
映
会

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

各
回
先
着
95
人
　

※
車
い
す
席
あ
り

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

６
月
17
日（
金
）～

電
話

※
受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

宇
宙
館
科
学
工
作

　
　
　
　
　

「
三
球
儀
を
つ
く
ろ
う
」
　
　
　

【
要
予
約
】

７
月
24
日（
日
）

▼�

１
回
目
＝
10
時
～
12
時

▼�

２
回
目
＝
13
時
30
分
～
15
時
30
分

少
年
自
然
の
家

三
球
儀
の
組
み
立
て

※�

三
球
儀
と
は
太
陽
・
地
球
・
月
の

動
き
や
位
置
関
係
に
つ
い
て
学
ぶ

も
の
で
す
。

小
・
中
学
生

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

各
回
先
着
25
人

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

※
１
人
１
セ
ッ
ト
の
み

７
月
１
日（
金
）10
時
～

電
話せ

ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

薩
摩
川
内
親
善
大
使

本
市
の
紹
介
や
観
光
Ｐ
Ｒ
、
公
的

機
関
な
ど
が
主
催
す
る
行
事
へ
の
出

席

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

募
集

時 タイトル 出　演

7/16(土) 
10:00 ～ 11:50

異人たちとの夏 
(S63/松竹)

風間杜夫、片岡鶴太郎、
秋吉久美子　他

7/17(日) 
10:00 ～ 11:36

はじまりのみち 
(H25/松竹)

加瀬亮、田中裕子、濱田岳、
宮㟢あおい　他

※開場は各上演開始30分前～

▲市

202022.6.10 広報

２
人

※
任
期
は
、
原
則
２
年
間

満
18
歳
以
上
で
本
市
に
居
住
・
在

学
・
勤
務
す
る
方
お
よ
び
県
内
在
住

の
本
市
出
身
者

※
性
別
・
年
齢
・
既
婚
未
婚
不
問

７
月
１
日（
金
）必
着

※
審
査
日
は
７
月
を
予
定

市
観
光
物
産
協
会
に
備
え
付
け

ま
た
は
観
光
物
産
ガ
イ
ド「
こ
こ
ろ
」

上
に
掲
載
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付

〒
８
９
５
‐
０
０
２
４
　
鳥

追
町
１
‐
１
　
㈱
薩
摩
川
内
市
観
光

物
産
協
会

（
25
）４
７
０
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　

養
成
講
座

▼�

6
月
23
日（
木
）14
時
～
16
時
　
ち

い
き
の
カ
フ
ェ
ひ
ま
り（
祁
答
院

町
）

▼�

７
月
３
日（
日
）14
時
～
15
時
　
カ

フ
ェ
こ
ん
ぺ
い
と
う（
永
利
町
）

認
知
症
へ
の
理
解
と
対
応
に
つ
い

て
ど
な
た
で
も
可

※
参
加
無
料

つ
き
み
園（
ち
い
き
の
カ
フ
ェ
ひ

ま
り
）

（
21
）８
８
８
８

オ
フ
ィ
ス
藤
田（
カ
フ
ェ
こ
ん
ぺ

い
と
う
）

（
22
）３
９
６
１

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　
　

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

認
知
症
の
方
、
そ
の
家
族
の
支
援

お
よ
び
本
市
の
認
知
症
施
策
の
展
開
、

関
係
機
関
と
の
調
整
役
を
担
う
方
の

募
集市

内
事
業
所
に
勤
務
す
る
介
護
支

援
専
門
員
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療

法
士
・
保
健
師
・
看
護
師
・
精
神
保

健
福
祉
士

１
人

６
月
24
日（
金
）

電
話

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
包
括
支

援
Ｇ（

２
６
７
６
）

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼�

川
内
地
域
＝
上
川
内
、
東
上
川
内
、

桜
井
、
高
来
、
城
上
、
後
牟
田
、

高
江
、
勝
目
一
般

▼�

樋
脇
地
域
＝
椿
第
１
、
八
幡

▼�

入
来
地
域
＝
愛
宕
、
八
風
、
グ

リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
入
来（
シ
ル

バ
ー
）、
立
山
一
般

▼�

東
郷
地
域
＝
前
原
、
宇
都
一
般

▼�

祁
答
院
地
域
＝
会
田
、
砂
石
、
早

馬
、
黒
木
第
３
一
般

▼�

里
地
域
＝
城
山

▼�

上
甑
地
域
＝
江
石
、
上
甑
宮
田
、

平
良

▼�

下
甑
地
域
＝
浜
田
、
手
打
松
下
川
、

手
打
薗
山

▼�

鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田

６
月
23
日（
木
）必
着

の
各
所
に
備
え
付
け
ま
た
は

市

上
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付

６
月
28
日（
火
）10
時
～
　

の
各

所※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
、
抽
選

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※�

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（

の
各
所
に
備
え
付
け
）

▼�

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼�

本
土
４
地
域
＝
㈱
橋
口
組
市
営
住

宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼�

甑
島
地
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

着
物
の
着
付
け
と
マ
ナ
ー
を

　

学
ぼ
う

７
月
３
日（
日
）～
各
日
曜
日（
全

10
回
）10
時
～
12
時
　

中
央
公
民
館

浴
衣
の
着
装
と
作
法（
浴
衣
一
式

貸
し
出
し
可
）

小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生（
保

護
者
も
可
）

先
着
20
人

※
受
講
無
料

伝
統
文
化
和
装
礼
法
親
子
教

室
実
行
委
員
会
　
鏑や

ぶ
さ
め

流
馬

０
９
０（
７
４
６
０
）７
５
０
３

国
際
理
解
講
座

　
　
　
　
　
　

「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
だ
け
じ
ゃ
な
い

エ
ジ
プ
ト
」

７
月
９
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

本
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
伊い
と
う藤

賀か

奈な

こ子
氏

「
エ
ジ
プ
ト
人
に
と
っ
て
日
本
人

と
は
？
」な
ど
暮
ら
し
て
分
か
っ
た

本
当
の
エ
ジ
プ
ト
に
つ
い
て

ど
な
た
で
も
可

25
人

※
参
加
無
料

６
月
20
日（
月
）９
時
～

電
話

※
受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

市
国
際
交
流
協
会

（
22
）７
７
４
０

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

委
託
訓
練
生

パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
講
座

７
月
14
日（
木
）～
10
月
13
日（
木
）

※�

原
則
月
～
金
曜
日
９
時
20
分
～
15

時
50
分

人
・
自
然
の
南
風
川
内
パ
ソ
コ
ン

教
室（
宮
内
町
）

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
知
識

・
技
能
の
習
得
、
キ
ャ
リ
ア
支
援

24
人

６
月
21
日（
火
）ま
で

選
考
試
験
日
は
、
６
月
30
日（
木
）

※
９
時
ま
で
に
集
合

介
護
・
福
祉
科（
実
務
者
研
修
）

７
月
22
日（
金
）～
令
和
５
年
１
月

20
日（
金
）

※�

原
則
月
～
金
曜
日
９
時
10
分
～
15

時
50
分

峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
高
江
町
）

介
護
の
学
科
、
実
技
お
よ
び
施
設

実
習
な
ど

24
人

６
月
28
日（
火
）

選
考
試
験
日
は
、
７
月
８
日（
金
）

※
９
時
ま
で
に
集
合

雇
用
保
険
受
給
資
格
者（
優
先
）ま

た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し

受
講
推
薦
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
方

※
受
講
無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
と
訓
練
生
総
合
保
険

料
は
自
己
負
担

※�

選
考
場
所
は
、
県
立
宮
之
城
高
等

技
術
専
門
校

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

（
53
）０
２
０
７

▲こころ
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市
民
大
学

世
界
が
広
が
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座

▼�

水
曜
日
コ
ー
ス
＝
７
月
13
日
～
８

月
３
日
の
各
水
曜
日
13
時
30
分
～

15
時
30
分（
全
４
回
）�

▼�

木
曜
日
コ
ー
ス
＝
７
月
14
日
～
８

月
４
日
の
各
木
曜
日
13
時
30
分
～

15
時
30
分（
全
４
回
）

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
や
写
真
な
ど

の
撮
り
方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る
学
習

各
コ
ー
ス
10
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※�

タ
ブ
レ
ッ
ト（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）は
主
催

者
で
準
備
し
ま
す
。

１
コ
ー
ス
１
０
０
０
円

パ
ソ
コ
ン
講
座（
エ
ク
セ
ル
）

▼�

月
曜
日
コ
ー
ス
＝
７
月
25
日
、
８

月
８
・
22
日
、
９
月
12
・
26
日
13

時
30
分
～
15
時
30
分（
全
５
回
）

▼�

金
曜
日
コ
ー
ス
＝
８
月
19
日
、
９

月
２
・
16
日
、
10
月
７
・
21
日
９

時
30
分
～
11
時
30
分（
全
５
回
）

文
字
入
力
か
ら
表
の
作
り
方
、
計

算
式
、
デ
ー
タ
の
操
作
方
法
な
ど

基
本
的
な
ワ
ー
ド
文
書
作
成
可
能

な
成
人
の
方
で
初
め
て
エ
ク
セ
ル
に

触
れ
る
方

各
コ
ー
ス
10
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

１
コ
ー
ス
１
０
０
０
円

※
別
途
、
資
料
代
が
必
要

中
央
公
民
館

６
月
23
日（
木
）必
着

コ
ー
ス
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
を
明
記
の
上
、は
が
き
、フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル

※�

受
講
の
可
否
は
、
申
込
者
全
員
に

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〒
８
９
５
‐
０
０
７
６

大
小
路
町
14
‐
５
　
中
央
公
民
館�

（
22
）７
２
５
１

（
20
）１
３
３
１

shakai@
city.
satsum

asendai.lg.jp

こ
ど
も
の
体
力
向
上  

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　

『
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
塾
』

７
月
16
日
～
12
月
24
日
の
各
土
曜

日（
全
20
回
）９
時
30
分
～
11
時

※�

会
場
の
都
合
な
ど
に
よ
り
日
曜
日

実
施
も
あ
り

市
総
合
運
動
公
園
内
施
設
・
川
内

プ
ー
ル
な
ど

基
礎
運
動
能
力
を
高
め
る
た
め
の

運
動
や
身
体
づ
く
り
に
つ
な
が
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
運
動
が
苦
手
な
子

も
楽
し
く
活
動
で
き
る
教
室（
期
間

中
は
親
子
教
室
も
実
施
予
定
）

小
学
１
～
６
年
生

先
着
40
人

※
参
加
無
料

６
月
21
日（
火
）９
時
～

直
接
、
電
話

川
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
01

０
７
０（
５
４
８
７
）７
１
０
５

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

運
営
協
議
会
委
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
公

平
・
中
立
な
運
営
を
図
る
た
め
の
運

営
協
議
会
委
員
の
募
集

※
委
員
は
書
類
に
よ
る
選
考
で
決
定

※�

会
議
な
ど
に
出
席
し
た
場
合
、
市

の
規
定
に
よ
り
謝
金
が
あ
り
ま
す
。

若
干
名

※�

任
期
は
、
７
月
22
日（
金
）～
２
年

間市
内
に
居
住
す
る
介
護
保
険
被
保

険
者
お
よ
び
市
内
に
居
住
す
る
介
護

（
介
護
予
防
）サ
ー
ビ
ス
利
用
者

※�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
従
事
者
と
市

の
附
属
機
関
の
委
員
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
。

７
月
１
日（
金
）必
着

本
庁
２
階
高
齢
・
介
護
福
祉
課
お

よ
び
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
直
接
、
送
付

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
包
括

支
援
Ｇ（

２
６
７
５
）ま
た
は
各
支

所
、
甑
島
振
興
局

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力

　
　

開
発
校
の
委
託
訓
練
生

介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
４
カ
月
コ
ー
ス
）

９
月
２
日（
金
）～
12
月
16
日（
金
）

※�

訓
練
期
間
中
は
、
訓
練
給
付
金
な

ど
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

オ
ア
シ
ス
ケ
ア
介
護
福
祉
養
成
校

（
鹿
児
島
市
金
生
町
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
行
い
、

資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
で
早
期
の
就
職
や

再
就
職
を
目
指
す
方

６
人

※
受
講
無
料（
教
材
費
４
９
５
０
円
）

８
月
４
日（
木
）

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
に

備
え
付
け
の
願
書
な
ど
の
必
要
書
類

を
、

に
直
接

※�

選
考
方
法
は
面
接
、
８
月
17
日

（
水
）、
オ
ア
シ
ス
ケ
ア
介
護
福
祉

養
成
校

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
入
来
町
浦
之
名
）

（
44
）２
２
０
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内

（
22
）８
６
０
９

医
療
福
祉
従
事
者
奨
学
生

医
師
、看
護
師（
准
看
護
師
含
む
）・

若
干
名

将
来
、
甑
島
地
域
の
医
療
施
設
な

ど
に
勤
務
す
る
意
思
を
持
ち
、
現
在
、

大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
・
高

校
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
方

※�

同
種
の
資
金
の
貸
与
ま
た
は
給
付

を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外

貸
与
額
／
月
額
10
～
15
万
円

�

▼�

連
帯
保
証
人
２
人（
う
ち
１
人

は
県
内
在
住
者
）が
必
要

　
▼�

甑
島
地
域
の
医
療
施
設
な
ど
に

指
定
の
期
間（
医
師
は
３
年
間
、

看
護
師
は
５
年
間
）従
事
す
る

と
、
貸
与
を
受
け
た
奨
学
資
金

の
返
還
を
全
額
免
除

　
▼�

従
事
期
間
が
指
定
の
期
間
に
満

た
な
い
場
合
も
、
勤
務
年
数
に

よ
り
、
返
還
額
の
一
部
を
免
除

　
※�

甑
島
地
域
の
医
療
施
設
な
ど
に

従
事
で
き
な
い
場
合
は
、
貸
与

を
受
け
た
奨
学
資
金
を
全
額
返

還
い
た
だ
き
ま
す
。

９
月
30
日（
金
）必
着

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切

直
接
請
求
し
、
送
付
さ
れ
て
き
た

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

直
接
、
送
付

※�

申
込
用
紙
は
市

上
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〒
８
９
５
‐
０
０
５
５
　
西

開
聞
町
６
‐
10
　
市
民
健
康
課
甑
島

医
療
Ｇ（
川
内
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

（
22
）８
８
４
８

市
少
年
少
女
合
唱
団
員

毎
週
土
曜
日
14
時
～
16
時

中
央
公
民
館

合
唱
曲
か
ら
Ｊ
ポ
ッ
プ
ま
で
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
練
習
し
、
定
期

▲市

222022.6.10 広報

演
奏
や
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
で
演

奏
し
ま
す
。

小
・
中
学
生
、
高
校
生

月
額
１
５
０
０
円

※
い
つ
で
も
入
団
で
き
ま
す
。　

薩
摩
川
内
市
少
年
少
女
合
唱
団
　

吉よ
し
な
が永０

９
０（
９
６
０
７
）７
４
２
０

治
療
と
仕
事
の
た
め
の

　
　
　

両
立
支
援
無
料
相
談
窓
口

　
　

【
要
申
込
】

毎
月
第
４
木
曜
日
13
時
～
15
時

※
祝
日
は
休
み

※
事
前
予
約
が
な
い
場
合
は
中
止

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院（
永

利
町
）

鹿
児
島
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
両
立
支
援
促
進
員（
社
会
保
険

労
務
士
な
ど
）

治
療
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め

に
利
用
で
き
る
制
度
や
傷
病
手
当
金

な
ど
の
社
会
保
険
の
手
続
き
、
休
職

や
復
職
の
相
談
な
ど

働
き
な
が
ら
が
ん
、
脳
血
管
疾
患
、

難
病
な
ど
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方

や
そ
の
ご
家
族
、
事
業
場
担
当
者
な

ど

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

（
22
）１
１
１
１

認
知
症
無
料
相
談
会

▼�

６
月
23
日（
木
）10
時
～
12
時
　
ち

い
き
の
カ
フ
ェ
ひ
ま
り（
祁
答
院

町
）

▼�

７
月
９
日（
土
）10
時
30
分
～
12
時

カ
フ
ェ
あ
じ
さ
い（
横
馬
場
町
）

認
知
症
に
関
す
る
相
談

ど
な
た
で
も
可

つ
き
み
園（
ち
い
き
の
カ
フ
ェ
ひ

ま
り
）

（
21
）８
８
８
８

あ
じ
さ
い
苑（
カ
フ
ェ
あ
じ
さ
い
）

（
23
）６
０
０
０

児
童
巡
回
相
談【
要
申
込
】

▼�

８
月
16
日（
火
）＝
上
甑
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

▼�

８
月
17
日（
水
）＝
長
浜
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
時
～
16
時

※�

た
だ
し
、
申
し
込
み
状
況
に
よ
り

日
程
や
会
場
を
集
約
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

療
育
手
帳
の（
再
）判
定
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
更
新
の
判
定
な
ど

18
歳
未
満
の
方

７
月
８
日（
金
）

電
話本

庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
Ｇ（

２
１
６
３
）ま
た
は
甑
島

振
興
局

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
へ
の

　
　

加
入

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
発
生

し
た
事
故
に
対
し
て
補
償
す
る
制
度

で
す
。
万
が
一
に
備
え
て
ぜ
ひ
ご
加

入
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日

※�

４
月
１
日
以
降
に
掛
け
金
を
納
入

し
た
場
合
は
、
掛
け
金
納
入
の
翌

日
～
翌
年
３
月
31
日

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
行
う
４
人
以
上
の
団

体
や
グ
ル
ー
プ

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し

込
み（
令
和
５
年
度
以
降
は
、
完
全

移
行
）

※�

加
入
申
込
書
の
用
紙
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

鹿
児
島
支
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

を
確
認
く
だ
さ
い
。

本
庁
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ

Ｇ（

６
３
３
３
）

中
央
図
書
館
休
館

　
中
央
図
書
館
で
は
、蔵
書
の
点
検
・

照
合
や
図
書
整
理
、
館
内
設
備
の
改

修
な
ど
を
行
う
た
め
、
次
の
期
間
を

休
館
し
ま
す
。

※�

返
却
は
、
中
央
図
書
館
玄
関（
正

面
左
側
）に
あ
る「
夜
間
・
休
日
返

本
窓
口
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

６
月
20
日（
月
）～
７
月
１
日（
金
）

中
央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続

　
鹿
児
島
労
働
局
よ
り
送
付
さ
れ
る

申
告
書
な
ど
に
よ
り
、
令
和
４
年
度

（
２
０
２
２
年
度
）労
働
保
険
の
期
間

内
の
申
告
・
納
付
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

７
月
11
日（
月
）ま
で

※�

ｅ-

Ｇ
ｏ
ｖ
か
ら
、
電
子
申
請
に

よ
る
申
告
も
可
能
で
す
。

鹿
児
島
労
働
局
　
労
働
保
険
徴
収

室
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
６

高
速
船
甑
島
の
運
休

　
高
速
船
甑
島
は
、７
月
13
日（
水
）・

14
日（
木
）の
２
日
間
、
点
検
整
備
の

た
め
運
休
し
ま
す
。
そ
の
間
は
フ
ェ

リ
ー
の
み
の
運
航
と
な
り
ま
す
。

※�

高
速
船
の
各
便
は
、
ご
乗
船
の
２

カ
月
前
か
ら
電
話
お
よ
び
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
で
き
ま
す
。

旅
客
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
予

約
し
た
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

甑
島
商
船
㈱
串
木
野
本
社

（
32
）６
４
５
８

甑
島
商
船
㈱
川
内
営
業
所

（
41
）５
１
０
０

※�

受
付
時
間
は
８
時
30
分
～
17
時

（
日
曜
日
を
除
く
）

８
月
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

　
道
路
敷
地
内
の
草
刈
り
や
空
き
缶

回
収
な
ど
の
自
主
的
な
道
路
愛
護
作

業
を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割
や
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
道
路

を
常
に
広
く
美
し
く
安
全
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
８
月

を「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」と
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

８
月
１
日（
月
）～
８
月
31
日（
水
）

本
庁
道
路
河
川
課
建
設
管
理
Ｇ

（

３
３
２
２
）ま
た
は
各
支
所
、
甑

島
振
興
局

▲甑島商船

相
談

お
知
ら
せ

▲スポーツ　
　安全協会
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※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

福
山
　
世
津
江

藤
崎
　
　
和
子

堀
之
内
　
君
子

橋
本
　
　
喜
美

星
原
　
ヒ
ロ
ヱ

飛
田
　
　
益
秀

東
　
　
　
玲
音

白
川
　
　
英
静

竹
下
　
　
静
江

堀
之
内
　
友
子

蓑

　
　
良
子

堂
込
　
　
ミ
ヱ

児
島
　
　
貴
美

横
山
　
　
登

石
走
　
ヒ
ロ
子

石
走
　
　
敦
子

小
原
　
　
晴
美

川
内
地
域

（
出
生
児
）

髙
橋
　
　
春は

る
と翔

有
村
　
　
詩う

た
は葉

納
　
　
　
春は

る
と
も智

南
　
　
　
優ゆ

の乃

佐
藤
　
　
冴ご

う空

是
枝
　
　
飛ひ

な
た汰

松
尾
　
　
明あ

き樹

上
村
　
　
藍あ

い
か楓

井
上
　
　
雅が

く琥

﨑
島
　
　
陸り

く

押
野
　
　
心み

う
る潤

汾
陽
　
　
麦む

ぎ

樋
脇
地
域

中
間
　
　
愛え

な奈

坂
元
　
　
菜な

な々

東
郷
地
域

森
　
　
　
凪な

ぎ
さ沙

上
甑
地
域

野
口
　
　
瑛え

い
と翔

川
内
地
域

（
氏
　名
）

新
美
　
ハ
ツ
子

久
保
　
和あ

い

と

一
翔

久
木
野
　
太た

い
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　春の心地よい季節はあっという間に過ぎて、も
う、梅雨の季節になったつん。今回は、「天気」や

「気候」を表すせんで弁を紹介するつん。
　梅雨の期間は、「ながし」と言うつん。語源は、

「流し」「長し」で、梅雨のことを物を流して長く降
る雨と表現したと思うつん。
　この「ながし」の季節は、「ヌキ＝暖かい」とか「ア
チ＝暑い」の他に、雨に濡れたときには「サミ＝寒
い」も聞くけど、一番嫌なのはジメジメした湿気
だつん。「ジタジタしちょっ！」って言っているの
をよく聞くつん。この季節は、大雨に注意しない
といけないけど、農作物が育つためにも必要な雨
だから、適度に降ってほしいつん。

　あと、「ながしの夕映え」とい
うことわざがあって、梅雨の季
節でも夕方は晴れて、きれいな
夕焼けが見れたから、次の日は
晴れを期待するけどやっぱり雨
だったという意味だつん。それ
でも、きれいな夕焼けはシャッ
ターチャンスだつん！
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■総人口 92,807人（＋ 7人）
　男　性 44,979人（＋ 32人）
　女　性 47,828人（− 25人）
■世帯数 46,530世帯（＋193世帯）

市民の動き（5月1日現在）

４
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

４
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命

時／６月24日（金） 
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

市内交通事故の発生状況（累計）
（R4/1/1 ～ R4/5/9）

区　分 件　数
交通事故 72 件（前年比 ＋    7 件）
死　　者 1 件（前年比 ＋    1 件）
負 傷 者 76 件（前年比 ＋    2 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R4/1/1 ～ R4/5/6）

区　分 件　数
火　災 21 件（前年比 ＋  10 件）
救　急 1501 件（前年比 ＋ 115 件）
救　助 18 件（前年比 ＋  7 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（6月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税　目 納期限
市県民税 1 期 6月30日（木）
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63 円切手を
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切り取ってご利用ください。
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2022.6月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集
しています。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを
明記の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和４年
６月17日（金）消印有効

締 

切

▲ 竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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読 者 の ひ ろ ば
絵
手
紙

草
水
の
ド
ン
ガ
メ（
86
歳
）

最
後
ま
で
一
緒
！

　
迷
い
込
ん
で
き
た
三
毛
子
猫
を
家
族

の
協
力
を
も
ら
い
、
自
宅
で
育
て
て
い

ま
す
。
皮
膚
病
や
ら
お
腹
下
し
や
ら
毎

週
病
院
へ
通
い
ま
し
た
が
、
彼
女
は
長

女
と
し
て
夫
と
私
の
冷
や
や
か
な
時
間

を
温
か
く
し
て
く
れ
ま
す（
笑
）猫
が
こ

ん
な
に
温
か
く
、
柔
ら
か
く
優
し
い
と

55
歳
に
な
っ
て
初
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
育
て
ら
れ
な
い
と
相
談
を
受

け
た
キ
ジ
ト
ラ
猫
を
迎
え
入
れ
、
娘
２

人
と
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
動
物
た
ち

も
か
わ
い
い
で
す
が
、
少
し
で
も
不
幸

な
動
物
た
ち
が
減
り
ま
す
よ
う
に
。
さ

く
ら
と
こ
む
ぎ
は
私
た
ち
夫
婦
の
天
使

で
す
！

さ
く
ら
と
こ
む
ぎ
の
マ
ミ
ー（
55
歳
）

藺
牟
田
池
最
高

　
自
然
豊
か
な
藺
牟
田
池
を
よ
く
利
用

し
ま
す
。
人
と
の
距
離
を
十
分
に
空
け

な
が
ら
行
動
で
き
る
の
で
、
安
心
し
な

が
ら
体
力
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。
朝
か

ら
除
草
作
業
を
さ
れ
て
い
る
方
も
い
て
、

駐
車
場
付
近
が
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
、

利
用
す
る
側
と
し
て
は
大
変
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。
帰
り
は
す
ぐ
近
く
の
温

泉
で
汗
も
流
せ
る
し
、
最
高
の
場
所
で

す
ね
。　
　
　
　 

そ
ら
じ
ろ
う（
53
歳
）

孫
の
目
線

　
鹿
児
島
市
内
の
山
に
娘
家
族
と
収
穫

へ
。
２
人
の
小
学
生
の
孫
は
川
に
流
れ

る
湧
水
を
く
ん
だ
洗
面
器
の
中
を
熱
心

に
の
ぞ
い
て
い
ま
し
た
。尋
ね
る
と「
何

か
い
る
」と
。
見
る
と
ホ
ウ
ネ
ン
エ
ビ

が
泳
い
で
お
り
、
驚
き
ま
し
た
。
サ
ワ

ガ
ニ
や
カ
エ
ル
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
…
。
改
め
て
孫
の
目
線
に
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
山
で
の
楽
し
い
出
来

事
で
し
た
。

平
佐
の
ば
あ
ば（
70
歳
）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真などを住所、
氏名、連絡先、ペンネーム、メッセージを記入の上、メールなど
でお送りください。

提出・問合先／本庁コミュニティ課生涯学習・ひとみらい政策G（内線4741）
　　　　　　　　�hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。

パン工房　ピノッキオ
住御陵下町 24-4
営 9：00 〜 19：00
休日曜日
（22）4650

ジョリー
パスタ

はま寿司

すき家
●●

●
3

ピノッキオ

弟には、とっても優しいお兄ちゃん。車好き兄弟になるのかなぁ。
これからも２人の成長楽しみです！ (ペンネーム: うめクリーム)

【締切】 ６月 24 日（金） 消印有効

　上記締切までにお便りをいただいた方の中から、
「パン工房　ピノッキオ」の店内で使える商品券（500
円）を５人にプレゼント。
　体に優しい食材を使ったパンやシンプルだけど食材
に合わせやすいバゲット、ハード系パンなど種類豊富、
リーズナブルな価格でご用意！パン屋が作る焼き菓子
も人気です！お気軽にお立ち寄りください。
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問合先／ 本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」

今回号では、地域おこし協力隊のＯＢの方がブルーベ
リーの農園経営に取り組んでいることをご紹介しまし

た。本市では、現在、８人の協力隊が各地区などに配置され、
地域課題を解決しようと活動中です。その中で、この春、下
甑町子岳地区では、協力隊が支援しながら、地区の皆さまが、
旧キャンプ場のバンガローを改修して、カフェを開業されま
した。近くにはカノコユリの自生地があり、いつか花咲く頃
に訪ねて、ゆったりとした時間を楽しんでみたいと思います。

（瀬戸口）

新規採用職員として４月より秘書広報課配属となりまし
た。「私が市の広報紙作成に携わることができるなん

て！」と、心躍らせながら社会人１年目がスタートして早２
カ月。今回は、「情報掲示板」、「うぶごえ、おくやみ」の記事
を担当させていただきました。一文一句間違いはないか、見
づらい箇所はないかと確認する作業は大変ですが、それ以上
に作成したものを市民の皆さまに見ていただけるのは大きな
喜びです。これからも新しい視点で、皆さまにワクワクをお
届けできるような広報紙を作りたいと思います。　　(上村)

担当者の声
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　　　　働きやすい社会から
Ｐ16　 国民年金保険料／農作業サポート人材バンク
Ｐ17　 まちの話題
Ｐ18　 人のとなりに
Ｐ19　 深発見！さつませんだい歴史文化遺産／
　　　　防災トピックス
Ｐ20　 情報掲示板
Ｐ24　 うぶごえ・おくやみ
Ｐ26　 読者のひろば

　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

豊作を願って

　作物の収穫後、五穀豊穣の感謝を伝
えるために田の神さまにささげる「ワ
ラヅト」。今月は、これが実際にお供
えされた入来地域の「田の神さま」を表
紙にさせていただきました。
　地域によっては紅白の餅を入れてワ
ラヅトを田の神さまにささげ、中の餅
は誰でも持って行っていいという風習
もあるそうです。
　1737 年に造られ、現在でもワラヅ
トがささげられている田の神さまを見
て、昔から地域に寄り添い見守り続け、
また地域の人々も田の神さまを大事に
し、お祈りをささげてきたのだろうと
感じました。
　これからも地域を見守り続け、人々
に幸福をもたらし続けて欲しいです。

◎今月の表紙
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